
ま
た
、
長
崎
私
教
連
と
の

課
題
な
ど
教
育
条
件
の
改
善

共
同
開
催
で
も
あ
り
、
子
ど

を
共
同
し
て
広
げ
て
い
く
と

も
た
ち
の
「
学
び
」
を
ど
う

り
く
み
を
私
教
連
の
参
加
者

保
障
し
て
い
く
か
と
い
う
点

と
と
も
に
確
認
で
き
る
機
会

に
つ
い
て
、
高
校
無
償
化
の

で
も
あ
り
ま
す
。

憲
法
改
悪
に
向
け
た
議
論

【
近
代
憲
法
精
神
を
否
定
】

い
ま
す
。
原
発
が
「
公
益
」

が
自
民
党
を
中
心
に
盛
り
上

現
行
憲
法
で
「
国
民
統
合

と
さ
れ
れ
ば
再
稼
働
反
対

が
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月

の
象
徴
」
と
さ
れ
る
天
皇
。

デ
モ
は
禁
止
、
政
府
批
判

分
科
会
は
、
①
平
和
・
人

ま
た
、
③
不
登
校
・
登
校
拒

に
発
表
さ
れ
た
「
自
民
党
改

草
案
は
前
文
で
「
天
皇
を
戴

の
ビ
ラ
を
ま
け
ば
「
公
の

権
教
育
、
②
生
活
指
導
・
自

否
、
高
校
中
退
分
科
会
の
中

憲
草
案
」
の
ト
ン
デ
モ
ナ
イ

く
国
家
」
、
１
条
で
「
元
首
」

秩
序｣

を
乱
し
た
と
し
て

治
的
活
動
、
③
不
登
校
・
登

で
、
普
通
高
校
の
特
別
な
支

中
身
と
そ
の
狙
い
に
つ
い
て

と
し
、
国
民
よ
り
国
家
が
上

逮
捕
の
懸
念
も
。
人
権
の

校
拒
否
、
高
校
中
退
、
④
参

援
を
要
す
る
生
徒
の
問
題
を

改
め
て
考
え
み
ま
し
ょ
う
。

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

あ
り
方
が
１
８
０
度
変
わ

長
崎
高
教
組
は
、
８
月

憲
法
９
条
改
悪
に
つ
な
が
る

に
講
演
を
お
願
い
し
て
い
ま

加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
、

取
り
上
げ
討
論
を
お
こ
な
い

ま
す
。
新
た
に
国
民
に
憲
法

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

10

～

日
、
川
棚
町
大
崎
く
じ

「
改
憲
発
議
要
件
」
の
改
悪

す
。
７
月

日
投
票
の
参
議

⑤
民
主
的
職
場
づ
く
り
、
⑥

ま
す
。
⑤
民
主
的
職
場
づ
く

【
米
軍
追
従
の
軍
事
国
家
に
】

尊
重
擁
護
義
務
を
負
わ
せ
る

11

21

ゃ
く
荘
で
、
夏
季
教
育
研
究

が
発
議
に
向
け
て
動
き
出
す

院
選
挙
の
結
果
を
受
け
て
、

学
校
図
書
館
の
６
分
科
会
を

り
分
科
会
の
中
で
は
、
超
勤

戦
争
・
武
力
行
使
の
永
久

一
方
、
天
皇
は
除
外
す
る
な

【
増
税
自
由
の
国
づ
く
り
】

集
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

今
、
私
た
ち
が
憲
法
問
題
に

開
催
し
ま
す
。

縮
減
の
た
め
の
「
プ
ラ
ス
１

放
棄
、
戦
力
の
不
保
持
を
定

ど
戦
前
の
明
治
憲
法
を
ほ
う

財
政
の
基
本
原
則
を
定

度
は
、
安
倍
首
相
の
再
登
板

う
な
情
勢
の
中
で
、
「
憲
法

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
か
な
け

特
に
、
今
年
度
の
夏
季
教

運
動
」
を
活
用
し
た
、
実
効

め
た
９
条
。
改
憲
草
案
は
自

ふ
つ
さ
せ
ま
す
。
国
家
権
力

め
た

条
で
は
「
財
政
の

83

に
よ
り
、
憲
法
改
悪
問
題
が

改
悪
を
め
ぐ
る
情
勢
（
仮

れ
ば
な
ら
な
い
か
を
わ
か
り

研
で
、
集
中
し
て
論
議
す
る

の
あ
る
超
勤
縮
減
対
策
に
つ

衛
隊
を
国
防
軍
に
変
え
、
海

を
制
限
し
て
国
民
の
自
由
を

健
全
性
確
保
」
が
新
設
さ

再
び
浮
上
し
て
い
ま
す
。
参

題
）
」
と
し
て
、
長
崎
大
学

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
け

内
容
と
し
て
、

い
て
、
ま
た
、
進
学
校
等
で

外
派
兵
を
可
能
と
す
る
「
集

保
障
す
る
近
代
憲
法
の
精
神

れ
て
い
ま
す
。
財
政
赤
字

議
院
選
挙
の
結
果
次
第
で
は

経
済
学
部
教
授
井
田
洋
子
氏

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
平
和
・
人
権
教
育
分
科
会

の
「
進
学
シ
フ
ト
体
制
」
に

団
的
自
衛
権
」
を
明
記
し
て

と
は
、相
反
す
る
内
容
で
す
。

解
消
を
口
実
に
し
た
増
税

の
中
で
、
憲
法
問
題
を
中
心

つ
い
て
、
行
き
過
ぎ
た
進
学

い
ま
す
。
国
際
平
和
維
持
の

と
社
会
保
障
切
り
捨
て
の

と
し
た
学
習
・
討
論
を
お
こ

指
導
の
課
題
・
問
題
点
に
つ

た
め
に
活
動
で
き
る
と
し
て

【
反
原
発
デ
モ
は
禁
止
に
】

一
方
、大
企
業
優
遇
の
「
構

な
い
ま
す
。

い
て
学
習
・
討
論
を
お
こ
な

お
り
、
米
国
が
「
国
際
協
調

自
由
平
等
、
幸
福
を
追
求

造
改
革
」
に
向
け
た
国
づ

い
ま
す
。

だ
」
と
誘
え
ば
出
動
で
き
る

す
る
権
利
等
の｢

基
本
的
人

く
り
が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま

④
参
加
と
共
同
の
学
校
づ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
緊
急
事

権
」
。
現
行
憲
法
で
は
公
共

す
。
反
対
す
る
公
務
員
労

く
り
分
科
会
で
は
、
こ
れ
ま

態
規
定
も
新
設
さ
れ
、
命
令

の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
尊

組
に
対
し
て
は
、
全
部
又

で
ど
お
り
、
「
生
徒
の
要
求

だ
け
で
国
民
を
従
わ
せ
る
道

重
さ
れ
ま
す
が
、
草
案
で
は

は
一
部
の
労
働
基
本
権
制

に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
を

も
開
い
て
い
ま
す
。

公
共
の
福
祉
が｢

公
益
及
び

約
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま

ど
う
進
め
る
か
」
、「
父
母
や

公
の
秩
序｣

に
変
え
ら
れ
て

す
。

地
域
と
の
共
同
の
と
り
く
み

を
ど
う
進
め
る
か
」
「
高
校

統
廃
合
問
題
に
ど
う
と
り
く

む
か
」
を
討
論
の
柱
に
据
え

て
い
ま
す
。
②
生
活
指
導
・

自
治
的
活
動
分
科
会
、
⑥
学

校
図
書
館
で
も
、
レ
ポ
ー
ト

等
の
実
践
報
告
報
告
を
受
け

６
月

日
に
開
催
し
た
第

闘
組
織
の
事
務
局
実
務
な
ど

動
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
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て
、
子
ど
も
と
教
育
に
つ
い

回
定
期
大
会
で
、
「
特
別

特
定
の
活
動
分
野
に
限
定
し

紙
面
を
も
ち
ま
し
て
組

84

て
語
り
合
い
ま
す
。

専
門
委
員
設
置
細
則
」
が
成

て
、
専
門
委
員
に
業
務
を
担

合
員
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介

支
部
１
人
以
上
の
未
組
合

立
し
、
７
月
１
日
か
ら
施
行

っ
て
も
ら
う
も
の
で
、
執
行

し
ま
す
。

員
の
参
加
も
お
願
い
し
て
い

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

委
員
長
が
選
任
し
、
代
表
者

ま
す
。
同
僚
を
誘
っ
て
参
加

て
、
７
月
６
日
の
第
三
回
代

会
で
承
認
を
受
け
る
こ
と
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
「
生
徒

表
者
会
で
、
初
の
特
別
専
門

な
っ
て
い
ま
す
。

の
こ
と
、
学
校
の
状
況
な
ど

委
員
と
し
て
、
田
島
章
さ
ん

今
回
の
承
認
で
は
、
田
島

本
音
を
出
し
合
っ
て
語
り
合

と
平
井
秀
治
さ
ん
の
選
任
が

さ
ん
に
佐
世
保
・
北
松
地
区

っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
未
組

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
分
会
活
動
の
援
助
を
、
平

合
員
に
呼
び
か
け
ま
し
ょ

特
別
専
門
委
員
制
度
は
、

井
さ
ん
に
憲
法
改
悪
阻
止
共

う
。

専
従
役
員
１
人
体
制
で
の
執

同
セ
ン
タ
ー
の
高
教
組
選
出

行
部
業
務
を
補
完
す
る
た
め

の
事
務
局
メ
ン
バ
ー(

現
在

に
、
分
会
活
動
の
援
助
や
共

は
事
務
局
長
）
と
し
て
の
活

夏
季
教
育
研
究
集
会

日
時

８
月

日(

土)

：

～

日(

日)

：

10

13

30

11

12

40

場
所

大
崎
く
じ
ゃ
く
荘(

川
棚
町)

○
全
体
会
（
１
日
目
）

開
会
行
事

講
演

「
憲
法
改
悪
を
め
ぐ
る
情
勢(

仮
題
）」

講
師
：
井
田
洋
子

長
大
経
済
学
部
教
授

○
分
科
会
（
１
日
目
～
２
日
目
）

第
一
分
科
会
…
平
和
・
人
権

※
今
年
度
は
憲
法
問
題
で
も
学
習
・
討
論
の
予
定

第
二
分
科
会
…
生
活
指
導
・
自
治
的
活
動

第
三
分
科
会
…
登
校
拒
否
・
不
登
校
・
高
校
中
退

※
今
年
度
は
普
通
高
校
の
特
別
な
支
援
を
要
す
る

生
徒
の
問
題
も
と
り
あ
げ
る
予
定

第
四
分
科
会
…
参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り

第
五
分
科
会
…
民
主
的
職
場
づ
く
り

※
今
年
度
は｢

進
学
校｣

の
多
忙
な
状
況
に
つ
い
て

も
と
り
あ
げ
る
予
定

第
六
分
科
会
…
学
校
図
書
館

☆
第
一
日
目
は
夕
食
交
流
会
も
あ
り
ま
す

２
０
１
３
年
夏
季
教
研

仲
間
と
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

「
生
徒
の
こ
と
、
学
校
の
こ
と
、
本
音
を
出
し
合
っ

て
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
よ
う
！

｢

改
憲｣

問
題

自
民
党
改
憲
草
案
の
ビ
ッ
ク
リ
中
身

こ
れ
じ
ゃ
戦
前
へ
逆
行
だ
！

第
三
回
代
表
者
会

特
別
専
門
委
員
に
田
島
・
平
井
両
氏
を
承
認

昨
年
の
夏
季
教
研
の
講
演
の
様
子

左：平井氏 右：田島氏
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県
教
委
は
７
月
５
日
、｢

県

ワ
ハ
ラ
防
止
の
内
容
も
含
め

立
学
校
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

た｢

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要

ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
要
綱

綱｣

を
つ
く
る
と
い
う
回
答

等
の
制
定
に
つ
い
て｣

と
題

を
引
き
出
し
、
５
月

日
に

21

す
る
通
知
を
各
県
立
学
校
に

県
教
委
か
ら｢

ハ
ラ
ス
メ
ン

出
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ

ト
防
止
要
綱
（
案
）｣

の
提

今
回
の
要
綱
の
施
行
に
合

い
て
は
、
高
教
組
が
、
昨
年

示
を
受
け
た
後
、
県
教
委
折

わ
せ
て
、｢

要
綱
の
運
用
に

の
確
定
交
渉
で
、
従
来
か
ら

衝
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
経

つ
い
て｣

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
セ
ク
ハ
ラ
防
止
要
綱
に
パ

過
が
あ
り
ま
す
。

に
関
す
る
苦
情
相
談
に
対
応

す
る
に
当
た
り
留
意
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
の
指
針
」｢

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
起
こ
さ
な
い

県
教
委
折
衝
の
中
で
高
教

綱
の
内
容
に
つ
い
て
周
知
す

た
め
に
注
意
す
べ
き
言
動

組
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
起

る
た
め
の
研
修
を
９
月
ま
で

例｣

も
文
書
と
し
て
通
知
さ

こ
さ
な
い
た
め
の
研
修
が
き

を
め
ど
に
各
学
校
で
行
う
よ

れ
て
い
ま
す
。

ち
ん
と
行
わ
れ
る
こ
と
と
、

う
に
指
導
す
る
、
②
来
年
度

校
内
研
修
等
で
そ
の
内
容

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
っ
た

以
降
に
つ
い
て
は
、
研
修
か

が
広
く
教
職
員
に
周
知
さ
れ

場
合
の
実
効
あ
る
相
談
体
制

文
書
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

を
整
備
す
る
こ
と
を
強
く
求

教
職
員
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
研

行
う
、
と
い
う
回
答
を
得
ま

別
掲
の｢

言
動
例｣
を
参
考

修
に
つ
い
て
は
、
①
こ
の
要

し
た
。

に
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
の

理
解
を
職
場
で
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、

る
こ
と
を
回
答
し
ま
し
た
。

特
に
次
の
２
点
を
要
求
し
ま

②
に
つ
い
て
は
、｢

そ
の

し
た
。

必
要
性
は
理
解
す
る｣

と
し

な
が
ら
も
、
現
段
階
で
は
弁

①
校
内
で
選
任
さ
れ
る
相
談

護
士
に
依
頼
す
る
た
め
の
予

員
に
つ
い
て
、
校
長
に
よ
る

算
が
な
い
こ
と
を
理
由
に

恣
意
的
な
選
任
に
な
ら
な
い

｢

今
後
の
宿
題
に
さ
せ
て
ほ

よ
う
な
し
く
み
を
工
夫
す
る

し
い｣

と
回
答
し
、
来
年
度

こ
と
。

の
予
算
確
保
の
た
め
に
努
力

す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し

②
学
校
や
教
育
委
員
会
か
ら

た
。

離
れ
た
外
部(

弁
護
士
な
ど)

の
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ

高
教
組
は
、
要
綱
の
ス
タ

と
。

ー
ト
時
点
で
外
部
の
相
談
窓

口
が
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
を

県
教
委
は
、
①
に
つ
い
て

不
満
と
し
つ
つ
も
、
パ
ワ
ハ

は
、
要
綱
と
同
時
に
通
知
す

ラ
防
止
の
た
め
の
研
修
が
早

る｢

運
用｣

で｢

校
長
が
選
任

期
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
重

す
る
者
の
う
ち
少
な
く
と
も

視
し
、
要
綱
の
施
行
に
合
意

１
名
は
、
職
員
の
互
選
に
よ

し
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◇｢ハラスメントを起こさないために注意すべき言動例｣(抜粋)
…「要綱」と一緒に県教委から通知された文書より

＜パワハラ関係＞

（１）暴言

・｢死んでしまえ｣｢給料泥棒｣などの暴言を吐く。

・｢お前はどうしようもない｣｢無能だ｣｢目障りだ｣などと人格を否定する。

・身体や性格の特徴をとりあげてなじる。

・同僚を無能呼ばわりし、さらに、その事を他の職員に言いふらしたり、

授業中に生徒に話したりする。

（２）執拗な非難

・一つの些細な失敗を何度も非難する。

・皆の前で起立させたまま、大声で長時間叱責し続ける。

・必要な助言や指示を行わず、何度も仕事のやり直しを命じる。

（３）威圧的な行為

・机を激しく叩いたり、書類を投げつけるなどの威圧的行為をする。

・自分にミスがあると有無を言わさずに部下に責任を転嫁する。

・｢お前のことはどうにでもできるぞ｣などと威圧する。

（４）実現不可能・無駄な業務の強要

・無理な締切の設定など、明らかに実現不可能な業務を強要する。

・業務上の必要性を超えて、長時間の残業や休日出勤を強要する。

（５）仕事を与えない・孤立させる

・合理的な理由もないのに、仕事をまったく与えない、または、役職に

見合った仕事を与えない。

・発言を無視したり、会議や飲み会等に参加させないなどして、職場内

に孤立させる。

・合理的な理由もないのに、別室での作業を命じる。

（６）仕事以外の事柄の強要

・合理的な理由もないのに、プライベートな事項に執拗に詮索・干渉す

る。

・私的な買い物など、仕事と関係ないことを強要する。

※上記言動例については、あくまで代表的な例であり、上記以外の言動に

ついても、要綱の定義を満たすようなものはハラスメントに該当する。

◆要綱でのパワハラの定義

職務上の地位や人間関係の優位性を背景に、他の職員等に対して、適

正な業務や指導の範囲を超えて継続的に精神的・身体的苦痛を与える又

は周囲の環境を悪化させる言動
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今年も伊良林保育園から
七夕の笹飾りが書記局に届きました

全教共済の加入をひろげよう！
総合共済・教職員賠償責任共済はいつで

も加入できます

(2) 第1546号 2013年7月15日(月) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


